
　重層的支援体制の整備、
　　SDGs未来都市事業など学ぶ

福祉産業建設委員会

　
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
に
関
す
る
概
要
等
、

道
の
駅
「
京
丹
波
味あ
じ
夢む

の

里さ
と

」
で
の
事
業
概
要
等
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
事
業

に
関
す
る
概
要
、
里
山
資

源
の
活
用
等
、
本
町
事
業

の
参
考
と
な
る
施
策
に
取

り
組
む
、
１
市
２
町
を
訪

問
し
た
。

　
10
月
24
日

奈
良
県
生
駒
市

●
重
層
的
支
援
体
制
整
備

　
事
業

　
関
西
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
あ
り
、
本
町
と
同
等

の
面
積
で
、
人
口
、
世
帯

数
と
も
に
３
倍
を
カ
バ
ー

す
る
重
層
的
支
援
体
制
を

構
築
。
地
域
共
生
サ
ミ
ッ

ト
を
開
催
す
る
な
ど
、「
チ

ー
ム
い
こ
ま
」
で
先
進
的

な
取
り
組
み
を
実
践
。

　
新
た
な
事
業
を
組
み
込

む
の
で
は
な
く
、
既
存
事

業
か
ら
追
加
項
目
を
選
出

し
て
引
き
継
ぐ
。

●
わ
が
ご
と
カ
イ
ギ

　
地
域
の
課
題
は
地
域
で

解
決
す
る
し
く
み
。
支
援

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る

前
に
、
顔
の
見
え
る
関
係

を
作
っ
て
い
る
。

　
10
月
25
日

京
都
府
京
丹
波
町

道
の
駅
「
京
丹
波
味
夢

の
里
」

　
運
営
状
況
は
、
令
和
５

年
度
計
画
に
対
し
交
通
量

は
１
・
25
倍
、
平
均
入
り

込
み
客
数
は
２
倍
。
年
間

レ
ジ
カ
ウ
ン
ト
は
１
０
８

万
人
、
売
上
19
・
５
億
円
、

日
当
た
り
７
７
０
０
人
が

立
ち
寄
り
好
調
。
環
境
変

化
を
バ
ネ
に
地
域
活
性
化

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

閉会中の委員会レポート

●
そ
の
他

・
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で

の
定
期
イ
ベ
ン
ト
開
催

・
メ
デ
ィ
ア
Ｐ
Ｒ

・
京
丹
波
道
の
駅
連
絡
協

議
会
の
設
置

・
ホ
テ
ル
開
業　
な
ど

大
阪
府
能
勢
町

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
事

　
業

　
99
％
が
市
街
化
調
整
区

域
、
今
後
20
年
間
で
人
口

半
減
な
ど
が
地
域
課
題
。

「
地
域
資
源
が
循
環
す
る

里
山
未
来
都
市
」
を
掲
げ
、

里
山
資
源
の
活
用
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。

●
供
用
車
※
Ｚ
Ｅ
Ｖ
導
入

　
能の

勢せ

町ち
ょ
う

公
共
交
通
施
策

の
ひ
と
つ
。
「
経
済
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
が
循
環

す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲

げ
、
能
勢
・
豊と
よ

能の
う

地
域
で

設
立
し
た
新
電
力
会
社
を

基
軸
と
し
た
Ｅ
Ｖ
化
。

【
所
感
】

　
こ
れ
ま
で
の
本
町
事
業

が
、
人
口
増
加
や
地
域
活

性
化
に
効
果
的
で
あ
っ
た

こ
と
を
再
認
識
で
き
た
。

組
織
体
制
構
築
な
ど
の
大

き
な
課
題
も
あ
る
が
、
参

考
に
す
べ
き
先
進
地
施
策

の
反
映
に
努
め
た
い
。

行政視察
10月24日
　〜25日

●
京
丹
波
ブ
ラ
ン
ド
検
討

　
委
員
会

　
大
学
生
・
高
校
生
・
観

光
協
会
・
町
・
味
夢
の
里

ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
。
ア

イ
デ
ア
で
売
り
上
げ
増
加
。

●
店
舗
型
ふ
る
さ
と
納
税

　
シ
ス
テ
ム

　
令
和
４
年
に
、
レ
ジ
で

寄
附
で
き
る
し
く
み
導
入
。

立
ち
寄
っ
て
地
域
を
知
る

こ
と
で
、
町
が
応
援
さ
れ

る
取
り
組
み
。

【
※
Ｚ
Ｅ
Ｖ
】

　
走
行
時
に
二
酸
化
炭

素
な
ど
の
排
出
ガ
ス
を

出
さ
な
い
自
動
車

重層的支援体制の意見交換

道の駅事業の意見交換施設ごとに説明を受ける

具体的施策や実情など意見交換

地元産材の先進的な役場庁舎
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　家庭教育支援方法や
　　　　防災対策を学ぶ

総務教育委員会

保存された２本の断層を確認

　
10
月
21
日

大
阪
府
大
東
市

●
家
庭
教
育
支
援
事
業

　
10
年
前
、
学
校
が
荒
れ

始
め
家
庭
も
含
め
た
関
わ

り
が
必
要
と
考
え
、
左
表

の
取
り
組
み
で
一
定
の
効

果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
本
町
も
参
考
に
し
た
い
。

　
10
月
22
日

兵
庫
県
神
戸
市

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

　
阪
神
淡
路
大
震
災
の
経

験
と
教
訓
を
継
承
し
、
防

災
・
減
災
の
情
報
を
発
信

す
る
施
設
。
震
災
の
状
況

を
放
映
、
展
示
し
て
い
る
。

　
来
館
者
は
建
設
か
ら
22

年
間
で
１
０
０
０
万
人
を

超
え
た
。
１
日
１
０
０
０

人
を
超
え
る
人
が
国
内
外

か
ら
来
館
し
て
い
る
。

　
本
町
で
も
、
防
災
・
減

災
に
向
け
た
学
習
が
自
助

力
向
上
に
繋
が
る
た
め
参

考
に
し
て
い
く
。

淡
路
市

北
淡
震
災
記
念
公
園

　
阪
神
淡
路
大
震
災
時
の

状
況
を
、
旧
北
淡
町
役
場

職
員
が
語
り
べ
と
な
り
説

明
を
受
け
た
。

　
町
内
ほ
ぼ
全
世
帯
が
被

災
し
、
約
３
０
０
人
が
生

き
埋
め
に
な
っ
た
が
、
当

日
お
昼
過
ぎ
に
全
員
救
出
。

Ｏ
Ｂ
も
含
め
住
民
の
1
割

が
消
防
団
員
と
し
て
活
動
。

　
住
民
同
士
の
密
な
関
係

性
が
あ
り
、
短
時
間
に
的

確
な
救
出
に
繋
が
っ
た
。

震
災
の
教
訓
は

①
隣
近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

②
日
頃
の
備
え
や
訓
練
な

ど
防
災
意
識
の
重
要
性

③
家
屋
の
耐
震
・
情
報
伝

達
方
法
を
確
立
し
た
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

④
災
害
後
の
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
の
重
要
性

　
本
町
の
安
全
テ
ラ
ス
セ

ン
タ
ー
24
は
、
各
地
区
の

課
題
を
改
善
中
で
あ
り
、

視
察
資
料
等
も
活
用
し
て

い
く
。

●
防
災
ア
プ
リ

　
独
自
の
防
災
ア
プ
リ
導

入
後
１
年
半
が
経
過
。

　
現
在
の
登
録
者
数
は
、

5
万
2
０
０
０
世
帯
中
、

７
０
０
０
弱
。

　
災
害
時
、
住
民
に
速
や

か
に
情
報
を
伝
達
す
る
目

的
で
ア
プ
リ
導
入
。
シ
ン

プ
ル
か
つ
簡
単
に
操
作
が

出
来
る
よ
う
に
作
成
し
た

が
、
高
齢
者
自
身
の
使
用

に
課
題
が
あ
る
。
家
族
が

利
用
し
情
報
を
得
て
、
高

齢
者
へ
の
連
絡
で
安
全
確

保
を
図
っ
て
い
る
。

　
本
町
で
も
防
災
に
特
化

し
た
ア
プ
リ
の
プ
ッ
シ
ュ

通
知
シ
ス
テ
ム
活
用
は
防

災
力
向
上
と
な
る
た
め
、

参
考
に
し
て
い
く
。

　

行政視察
10月21日
　〜22日

ほ
く
だ
ん
ち
ょ
う

家族から避難情報の
連絡を受け行動する

防災アプリで情報確認 家庭教育支援事業の説明を受ける議員

【大東市家庭教育支援事業】
支援の目的 主な取り組み

１ 児童の様子を把握し対応する 全小中学校に１人ずつスクールソー
シャルワーカー配置

２ 学校教育を円滑に進める 行政・学校・地域支援員でチーム編成
３ 各家庭の不安、悩みなどの把握 小学校入学時、状況把握調査実施
４ 子育て知識向上 子育て講演会の開催
５ 不登校児家庭に向けた支援 企業と連携したお話会実施

大東市防災
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